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１．概要（Summary） 

プラズマインジケータは、処理するプラズマ中で、プラ

ズマの強度や処理時間に応じて段階的に変色するため、

その変色度合を見ることにより、プロセスの再現性や面内

分布を可視化することができる。 
変色感度は、用いる変色色材に依存するため、色材の

配合設計が重要となる。開発中の色材の、各プラズマに

対する変色感度を評価するため、名古屋大学微細加工

PF の装置を利用して基礎性能を確認した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】  ラジカル計測付多目的プラズマ

プロセス装置，ICP エッチング装置 
【実験方法】 

色材としては、開発中の金属酸化物を配合したプラズ

マインジケータに対して、水素プラズマ、及び塩素プラズ

マで処理し変色感度を評価した。（一部の実験はインジケ

ータに加工せず、色材そのものをペレット化したサンプル

を用いた。） 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
まず変色色材として 4 種類、サンプル A～D に関して、

水素プラズマに対する変色性を確認した。Fig. １に見ら

れるように、いずれの色材も水素プラズマにより黒変する

ことがわかった。これは金属酸化物が還元され、結晶中に

酸素欠損が生じるためと考えている。次に塩素プラズマで

処理したところ、Fig. ２に示すように、サンプル A のみ変

色が認められ、

他のサンプル

は変色しなか

っ た 。 サ ン プ

ル A は表面に

塩化物が形成され、その結晶色に変色し、他のサンプル

は塩化物が形成されず変色しなかったものと考えている。 
次に色材サンプル A に用いた金属酸化物で、ラベル型

のプラズマインジケータを作製し変色性を確認した。Fig. 
３に示すように水素プラズマで、Fig. １のペレットと同様の

変色が認められ、プラズマインジケータとして機能すること

が確認できた。今後は他のプロセスガスでも変色性を確認

すると共に、プラズマ条件による変色度合の差を評価して

いく予定である。 
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